






















































































































































l一元暁一引用多数一 「菩薩戒本持犯要記」引用多数、 『梵網経菩薩戒本私記」 2， 『樗伽
宗要」 l、 「中辺分別論疏」 l、 「起信論疏」 l、 「二障義』 1，名及び
意3，名及び著述名（｢十門和謬論｣)1
2一義寂一引用5－『梵網戒本疏｣、名及び意1






















































































































5－義寂一 『梵網戒本疏」 4， 「菩薩戒本私記｣、散逸「無量寿経述記」
6－遁倫一 「玲伽論記』 4
























































































































覚盛「菩薩戒通別二受紗」 『菩薩戒通受遣疑紗』 「菩薩戒本宗要雑文集」 ・叡尊『菩薩戒本宗要
























律宗では法進『東大寺授戒方軌」 「沙弥十戒威儀経疏」 ・豊安「戒律伝来記」 ・元開「鑑真過海
大師東征伝」 ・実範『東大寺戒堀院受戒式」 「出家授戒法j・俊秘「律家円宗料簡」 ・覚盛「七仏
略戒経」｢釈迦十二礼」｢律宗新学作持要文」・叡尊｢律宗作持錫磨」「斉別受八戒作法」・忍仙｢律
宗行事目心紗｣、真言宗では空海『梵網経開題｣、真言律宗では定泉「三聚浄戒通受俄悔紗｣、
天台宗では最澄『山家学生式』 「授菩薩戒儀」 ・源信「出家授戒作法」 ・惟賢「菩薩円頓授戒灌
頂記」 ・仁空「新学行要釧、華厳宗では凝然『太一卉木章」などがあるが、それ等の著述の殆
どが受戒・授戒作法に関するもので､律典及び経典以外の引用があまりみられないものである。
5．小結にかえて今後の課題
新羅仏教認識だけではなく、日本各宗の高麗仏教認識をも窺うことを目的としたのであるが、
14世紀までの活版印刷化された日本各宗の戒律関係章疏中には高麗章疏を引くものは皆無であ
った｡印刷化されていない写本まで整理対象としても同じような結果となる可能性を感ずるが、
今後の課題の一つとしたい。
新羅章疏については各宗共に初期から引いているが、先述のように12世紀以前の印刷化され
l鮪 十四世紀までの日本律蔵関係章疏にみられる新羅・高麗仏教遡職
た章疏の整理による限りでは重用度は窺えず、 12世紀後半からは新羅章疏の引用頻度が高くな
り、また太賢章疏や元暁章疏の研究がみられ新羅戒律章疏への注目度が高くなることが窺える。
これは先ずは太賢章疏・義寂章疏の重要性に注目した天台宗の円琳の存在があり、次いで戒律
復興を任とした覚盛・叡尊、そして義寂章疏・勝荘章疏・太賢章疏等を大量に引き、新羅戒律
章疏研究の必要性を指摘した凝然の存在が大きいものと推測できるが、それに関してはそれら
諸師章疏の詳細研究、及び江戸末までの各宗の戒律関係章疏の整理の後に論じてみたい。
尚、本発表は平成一八～平成二一年度科学研究補助金基盤研究(C)「十二世紀末までの日
本各宗にみられる新羅・高麗仏教に対する認識に関する研究」 （課題番号一八五二○○四五）
による研究成果の一部である。
キーワード
日本律蔵関係章疏新羅仏教認識新羅戒律章疏日本各宗新羅諸師
*l表無表章関係章疏としては最行(-1087-)の「法苑義林章集解』（日本大蔵経11戒律章疏l)もある。
霞行に関しては所属宗派が不明であるため整理対象とはしなかったが、 「寂云」として義寂の『梵網
戒本疏」からの引用、 「寂補閥云」として義寂の散逸「大乗義林章」からと思われる引用、 「太賢云」
として太賢の「梵網経古迩記」からの引用がみられる。特に義寂に関しては40回以上の引用が確認さ
れる。
